『北大法学論集』執筆のお願い
　『北大法学論集』第71巻第1号～第6号の原稿締め切り日をお知らせします。
執筆のご意向は、下記の必要事項を記入して、ronshu@juris.hokudai.ac.jpまでEメールでお申し出ください（プリントアウトしてご記入のうえ、担当編集助教のメールボックスにご投函くださっても結構ですが、事務処理上の正確さを期すため、Eメールを原則とお考えください）。なお『北大法学論集』は、HUSCAP上で公開されますのでご了承ください。
71巻1号　2020年1月31日　　71巻2号　2020年3月31日　　71巻3号　2020年5月29日
71巻4号　2020年7月31日　　71巻5号　2020年9月30日　　71巻6号　2020年11月30日
1．掲載項目は、論説、シンポジウム、講演、研究ノート、紹介、資料、判例研究、書評等です。
2．原稿提出の際には、欧文タイトル・氏名をお知らせください（原則として欧文レジュメを添付してください）。
3．執筆予定は、おおよそのもので結構です。中止、延期も可能です。
4．提出される原稿は原則としてワープロ(ソフト)で作成されたものに限ります。プリントアウトした原稿とともに、USBメモリ等の記憶媒体か電子メール添付によって原稿データを提出してください。
5．原稿は、1号につき6万字(ソフトの文字カウントで、注やスペースも含めてご計算ください)まで、かつ論説で70頁(縦組みの場合53字×18行、横組の場合32×32の枠)、研究ノートでは60頁(縦2段組の場合28×40、横組の場合35×32の枠)を上限とします(図表含む)。上限を越えますと、掲載の分割・延期になる場合があります。
6．助教、大学院生、日本学術振興会特別研究員および研究支援員は、投稿に際して、「指導教員の推薦書」を、講師は「掲載申請書」を、原稿とともに提出してください。用紙は北大法学論集編集委員会のHPからダウンロードが可能です。博士論文を掲載する場合は、推薦書や申請書の提出を必要としませんが、指導教員が投稿に同意しない時は、掲載を認めないことがあります。
7．講師、助教、大学院生、日本学術振興会特別研究員、研究支援員は、投稿に際して、編集委員会によるモニタリングを受けなければなりません（博士論文を除く）。モニタリング期間を確保するため、論集各号の原稿締切日の2週間前までに原稿を編集助教に提出してください。なお、「投稿の手引き」が、北大法学論集編集委員会のHPに掲載されていますので、ご参照ください。
8．従来、再校以降での内容上の修正が刊行作業の遅延をもたらす原因となっておりました。論集を円滑に発行するために、内容上の修正は初校に限り、再校は技術的な間違いの修正にとどめてください。なお、本人校正は、原則として再校までとなります。
9．１号当たりのエントリー数が増えすぎた場合、編集予算の都合上、ご希望よりも遅い号への掲載をお願いすることもありますので、あらかじめご了承ください。
10．ご不明の点は、編集助教またはronshu@juris.hokudai.ac.jpまでお問い合わせください。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　北大法学論集編集委員会
URL: http://www.juris.hokudai.ac.jp/ronshu/index.html
――――――――――――――――――――切り取り線――――――――――――――――――――
年　　　月　　　日
巻号数（連載の場合は全予定号）：　　　巻　　　号　　　　　　　　掲載項目：
表題（仮題可）：
欧文表題（原稿提出時でも結構です）：
文字数（邦文）または単語数（欧文）：
横書き／縦書き（70巻1号以降は横書きが原則）：
氏名（日本語および欧語表記）：　　　　　　　　　　　　　　　　肩書き：
連絡先（電話およびEメールアドレス）：
指導教員氏名：
＊講師･助教･大学院生等がエントリーする際には、「指導教員の推薦書」が必要です。
【学外者：校正原稿の交付方法】Eメール／郵送（送付先住所）：
